
ユネスコスクールガイドライン

（平成２４年８月２０日 日本ユネスコ国内委員会）

ユネスコスクールとして大切なこと

ユネスコスクールの活動には、次のようなことが大切ですので、各学校におかれては、これら
の点を念頭において活動いただくことを期待しております。

•国内外のユネスコスクール相互間のネットワークを介して、互いに交流相手の良さを認め合い、
学び合うこと。

•地域の社会教育機関、ＮＰＯ等との連携などを通じて、開かれたネットワークを築くよう努める
こと。

•校内外における各種研修の充実・活用を図るなど、ユネスコスクールの活動を通じて広く学校外
にも働きかけ、我々人類社会が持続的に発展するよう心がけること。

•学校経営方針等にユネスコスクールの活動に取り組むことを明確に示し、学校全体で組織的かつ
継続的にユネスコスクールの活動に取り組みやすくすること。

•ユネスコスクールの活動を自らの学校評価の項目に盛り込み、活動の質の向上に努力すること。

•必要に応じ、ASPUnivNet[1]加盟大学をはじめとする高等教育機関の支援や協力を得ながら、
ユネスコスクールの活動の充実に努めること。

持続発展教育
※
（ＥＳＤ）推進拠点として大切なこと

ユネスコスクールが持続発展教育（ESD）推進拠点として発展していくには、次のようなこと
が大切ですので、各学校におかれては、これらの点を念頭において活動いただくことを期待して
おります。

•持続発展教育（ＥＳＤ）を通じて育てたい資質や能力を明確にし、自分で、あるいは協働して、
問題を見出し解決を図っていく学習の過程を重視した教育課程を編成するよう努めること。

•総合的な学習の時間を中心とした教科横断的な指導計画を立てるなど、指導内容を適切に定め、
さらに、指導方法の工夫改善に努めること。

•持続発展教育（ESD）の推進拠点として、研究・実践に取り組み、その成果を積極的に発信す
ることを通じて、持続発展教育（ESD）の理念の普及に努めること。

[1] ユネスコスクールのパートナーとして、ユネスコスクールの活動を支援する大学のネット
ワーク。

持続発展教育（ＥＳＤ）とは、持続可能な社会づくりの担い手を育む教育であり、その中には、国際理解、環境、多文
化共生、人権、平和、開発、防災などのテーマ・内容が含まれます。従って、持続発展教育（ＥＳＤ）で取り上げるテー
マ・内容は必ずしも新しいものではありません。むしろ、それらを持続発展教育（ＥＳＤ）という新しい視点から捉え直す
ことにより、個別分野の取組に、持続可能な社会の構築という共通の目的を与え、具体的な活動の展開に明確な方
向付けをするものです。また、それぞれの取組をお互いに結び付けることにより、既存の取組の一層の充実発展を図
ることを可能にします。

持続発展教育（ＥＳＤ）の実施においては、「人格の発達や、自律心、判断力、責任感などの人間性を育むこと」や、
「他人、社会、自然環境との関係性を認識し、関わり、つながりを尊重できる個人を育むこと」の観点が必要です。
持続発展教育（ＥＳＤ）の理念は、現行の教育振興基本計画（平成20年7月策定）に盛り込まれていますし、学習指導
要領（平成20年、21年公示）で示されている「生きる力」という理念にも通ずるものです。

※「持続発展教育」とはユネスコスクールガイドライン制定時に使用していたESDの訳語です。現在では、「持続可能
な開発のための教育」という訳語を使用しています。
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